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医政発08 2 8第12号
平成 27年8月28日

一般社団法人日本病院会長殿

国家戦略特別区域における医療法第46条の3第1項ただし書の認可に関する

取扱い及び医療法人の非営利性の徹底について

標記について、別添のとおり各都道府県知事宛てに通知を発出いたしましたの

で、御了知願います。



医政発 08 2 8第11号

平成27年 8月28日

都道府県知事殿

厚生労働省医政局長

（公印省略）

国家戦略特別区域における医療法第46条の3第 1項ただし書の認可に関

する取扱い及び医療法人の非営利性の徹底について

「国家戦略特別区域法及び構造改革特別区域法の一部を改正する法律j （平成

27年法律第56号）が本年7月15日に公布されるとともに、 「国家戦略特別区域法

及び構造改革特別区域法の一部を改正する法律の施行に伴う関係政令の整備に関

する政令J （平成27年政令第303号）が本日公布され、いずれも、同年9月 1日

から施行されるところである。

国家戦略特別区域における医療法（昭和23年法律第205号）第46条の 3第 1項

ただし書の認可（医師又は歯科医師でない理事のうちから選出する理事長の認可。

以下単に「認可Jという。）の具体的な取扱いは、下記第1の通りであるが、国

家戦略特別区域においても、医療機関の開設者である医療法人の非営利性は、医

療の一般原則として当然に要請されるので、御留意の上、適切な運用を図ってい

ただきたい

また、医療法人の理事長を含む役員については、原則として当該医療法人の医

療機関の開設・経営上利害関係にある営利法人等の役職員を兼務していないこと

を求めているところであるが、国家戦略特別区域においても、上記の通り、医療

法人の非営利性は、医療の一般原則として当然に要請されるものであるから、具

体的な運用に当たっては、下記第2に従い、十分に御留意の上、厳正に対処して

いただきたい

記

第 1 国家戦略特別区域における認可について

1 国家戦略特別区域法（平成25年法律第107号。以下「法」という。）第14

条の 2においては、国家戦略特別区域会議が、国家戦略特別区域医療法人運

営柔軟化事業（以下「運営柔軟化事業」という。）を定めた区域計画につい

て、内閣総理大臣の認定を受けたときは、都道府県知事は、 「当該運営柔軟

化事業に係る医療法人Jからの認可の申請について、 「政令で定める基準j

に適合すると認める場合には、当該認可を「するものとするJとされている

点に留意すること。

-1 -



2 「政令で定める基準Jについて

( 1）国家戦略特別区域は、 「国際的な経済活動に関連する居住者、来訪者若し

くは滞在者を増加させるためj、 「国際的な経済活動の拠点を形成すること

が重要であることに鑑み」、 f規制改革その他の施策を総合的かっ集中的に

推進する」ものとされている（法第 1条、第2条第 1項等）ことから、この

ような国家戦略特別区域の目的を踏まえ、国家戦略特別区域法施行令（平成

26年政令第99号。以下「令」という。）第14条は、 「政令で定める基準j と

して、認可の申請に係る医療法人が、国家戦略特別区域において、国際的な

経済活動の拠点の形成に資する医療の提供を行うものであることが必要で、あ

る旨を定めている。

(2）令第14条は、 「政令で定める基準j について、 ( 1）に加え、認可の申請

に係る医療法人について、①認可の申請に係る理事が、 2年以上医療法人の

理事としての経験を有するものであること（令第14条第 1号）、②社会医療

法人又は特定医療法人（租税特別措置法（昭和32年法律第26号）第67条の 2

第1項の承認を受けている医療法人）であること（令第14条第2号）、③地

域医療支援病院又は公益財団法人日本医療機能評価機構が行う病院機能評価

による認定を受けた病院を開設しているものであること（令第14条第3号）

のいずれかに該当することが必要で、ある旨を定めている。

(3) (2）に掲げる基準のうち、①については、国家戦略特別区域において、

医療法人の運営の柔軟性を高め、国際的な経済活動の拠点の形成を促進する

観点から、 「医療法人制度の改正及び都道府県医療審議会について」 （昭和

61年6月26日、健政発第410号。 (4）において「昭和61年通知Jという。）

の基準を明確にしたものであることを踏まえ、①の基準に適合すると認める

ときは、認可することを基本とする点に留意すること。

ただし、法第14条の 2では、運営柔軟化事業の内容として、 「医療法人の

経営管理について専門的な知識経験を有するもののうちから理事長を選出す

る」ことにより、 「医療法人の運営の柔軟性を高め適切な医療を提供するこ

とを促進するJと規定されていることから、理事就任の際における経営上利

害関係にある営利法人等の関与の度合い、 2年以上の理事の聞に担当してい

た具体的職務、その聞における他法人の役職員との兼任の有無等を勘案し、

認可の申請に係る理事が、医療法人の非営利性を確保できるとともに、 「医

療法人の経営管理について専門的な知識経験を有するものJか否かを確認す

る必要があること。

また、確認に当たって、判断に困難を伴う事案が生じた場合には、各都道

府県の判断で、都道府県医療審議会の意見聴取をすることを妨げるものでは

ないこと。

確認の結果、 「医療法人の経営管理について専門的な知識経験を有するj

と認められない場合には、 「当該運営柔軟化事業に係る医療法人Jからの認
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可の申請には当たらないため、当該認可は認められない点に留意すること。

( 4) (2）に掲げる基準のうち、②及び③については、昭和61年通知第 1の5

(3）と同様の基準を、政令において明確化したものであるから、国家戦略特

別区域においても適切な運用が確保されるよう留意すること。

ただし、この場合も、認可の申請に係る理事が「医療法人の経営管理につ

いて専門的な知識経験を有するものjか否かを確認し、確認の結果、 「医療

法人の経営管理について専門的な知識経験を有する」と認められない場合に

は、 「当該運営柔軟化事業に係る医療法人」からの認可の申請には当たらな

いため、当該認可は認められない点に留意すること。

第2 医療法人の非営利性の徹底等

1 国家戦略特別区域においても、営利を目的とする医療機関の開設は認めら

れない（医療法第7条第6項）、医療法人の剰余金の配当は認められない（

同法第54条）等、医療における非営利性の確保は、医療の一般原則として、

当然に要請される。

このため、 「医療機関の開設者の確認及び非営利性の確認について」（平

成 5年 2月3日Y 総第5号・指第9号）第1の1 (2）④にあるとおり、 「当

該運営柔軟化事業に係る医療法人Jからの認可の申請について、 「政令で定

める基準j に適合すると認める場合であっても、原則として、当該申請に係

る理事が、当該医療法人の医療機関の開設・経営上利害関係にある営利法人

等の役職員を兼務することは認めらないことから、理事長として認可するこ

とは認められないことになるので、十分に留意の上、厳正に対処する必要が

あること。

2 法第14条の 2は、 「当該運営柔軟化事業に係る医療法人Jからの認可の申

請について適用されるものであり、国家戦略特別区域に主たる事務所が所在

する医療法人であっても、同条の適用を希望しないもの、同条を適用するこ

とができないもの等については、 「医療法人制度の改正及び都道府県医療審

議会についてj （昭和61年 6月26日、健政発第410号）第 1の5(2）から（5)

までに基づき、理事長の認可の申請を行うことが可能で、あることに留意する

こと。
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年
度
又
は
毎
事
業

年
度
の
終
了
後
、
新
規
中
小
企
業
者
を
は
じ
め
と
す

る
中
小
企
業
者
と
の
国
等
の
契
約
の
実
績
の
概
要
を

経
済
産
業
大
臣
に
通
知
し
、
経
済
産
業
大
臣
は
、
当

該
通
知
を
受
け
た
と
き
は
遅
滞
な
く
、
そ
の
内
容
を

公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。
（
第
六
条

関
係
）

5

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の
行
う

協
力
業
務

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
は
、
各

省
各
庁
の
長
等
の
依
頼
に
応
じ
て
、
中
小
企
業
者
の

受
注
の
機
会
の
増
大
を
図
る
た
め
に
必
要
な
情
報
提

供
そ
の
他
必
要
な
協
力
の
業
務
を
行
う
と
と
と
し

た
。
（
第
九
条
関
係
）

二
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
法
の
一
部

改
正
関
係

－
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
法
の
業

務
の
追
加

市
町
村
の
行
う
中
小
企
業
者
の
事
業
活
動
の
支
援

に
関
し
必
要
な
協
力
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
（
第
一
五

条
第
二
項
第
四
号
関
係
）

2

検
査
権
限
の
委
任

主
務
大
臣
は
、
機
構
等
に
対
す
る
立
入
検
査
の
権

限
の
一
部
を
内
閣
総
理
大
臣
に
委
任
す
る
こ
と
が
で

き
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
委
任
さ
れ
た
権
限
を
金
融

庁
長
官
に
委
任
す
る
と
と
と
し
た
。
（
第
二
六
条
の
二

第
一
項
及
び
第
三
項
関
係
）

三
中
小
企
業
に
よ
る
地
域
産
業
資
源
を
活
用
し
た
事
業

活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
関
係

－
地
域
産
業
資
源
活
用
事
業
の
追
加

こ
の
法
律
に
お
け
る
「
地
域
産
業
資
源
活
用
事
業
」

に
関
し
、
地
域
産
業
資
源
で
あ
る
農
林
水
産
物
又
は

鉱
工
業
品
の
生
産
活
動
の
体
験
等
を
そ
の
特
徴
と
す

る
役
務
の
開
発
、
提
供
又
は
需
要
の
開
拓
を
追
加
す

る
こ
と
と
し
た
。
（
第
二
条
第
三
項
第
二
号
関
係
）

3 
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地
域
産
業
資
源
活
用
支
援
事
業
の
定
義

「
地
域
産
業
資
源
活
用
支
援
事
業
」
と
は
、
地
域

産
業
資
源
活
用
事
業
を
行
う
者
に
対
し
て
行
う
地
域

産
業
資
源
を
活
用
し
た
商
品
又
は
役
務
の
需
要
の
動

向
に
関
す
る
情
報
の
提
供
等
の
支
援
を
行
う
事
業
を

い
う
と
と
と
し
た
。
（
第
二
条
第
五
項
関
係
）

3

基
本
方
針
の
追
加

地
域
産
業
資
源
活
用
支
援
事
業
の
内
容
や
そ
の
促

進
に
当
た
っ
て
の
配
慮
に
関
す
る
事
項
を
追
加
す
る

と
と
と
し
た
。
（
第
三
条
第
二
項
第
四
号
関
係
）

4

地
域
産
業
資
源
の
内
容
の
指
定
に
係
る
関
係
市
町

村
の
長
の
追
加

関
係
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
J
の
長
は
、
地
域

産
業
資
源
の
内
容
に
関
し
、
当
該
都
道
府
県
知
事
に

対
し
、
意
見
を
申
し
出
る
乙
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

た
。
（
第
四
条
第
二
項
関
係
）

5

地
域
産
業
資
源
活
用
事
業
計
画
に
記
載
す
る
事
項

の
追
加
地
域
産
業
資
源
活
用
事
業
の
実
施
に
協
力
す
る
者

が
あ
る
場
合
は
、
当
該
者
の
名
称
等
及
び
そ
の
協
力

の
内
容
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し

た
。
（
第
六
条
第
三
項
第
三
号
関
係
）

6

地
域
産
業
資
源
活
用
支
援
事
業
計
画
の
認
定
等

一
般
社
団
法
人
等
は
、
地
域
産
業
資
源
活
用
支
援

事
業
計
画
を
作
成
し
、
主
務
大
臣
に
提
出
し
て
、
適

当
で
あ
る
旨
の
認
定
を
受
け
る
と
と
が
で
き
る
こ
と

と
し
た
。
（
第
八
条
第
一
項
関
係
）

7

特
例
の
追
加

認
定
地
域
産
業
資
源
活
用
支
援
事
業
者
に
対
す
る

中
小
企
業
信
用
保
険
法
、
食
品
流
通
構
造
改
善
促
進

法
及
び
商
標
法
の
特
例
を
追
加
す
る
と
と
と
し
た
。

（第一

O
条
第
六
項
、
第
一
二
条
第
一
項
第
一
号
及

び
第
一
四
条
第
一
項
関
係
）

8

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の
行
う

地
域
産
業
資
源
活
用
促
進
業
務

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
は
、
認

定
地
域
産
業
資
源
活
用
事
業
者
等
に
対
し
て
必
要
な

資
金
の
貸
付
け
を
行
う
市
町
村
に
対
し
、
必
要
な
資

金
の
一
部
の
貸
付
け
の
業
務
等
を
行
う
こ
と
と
し

た
。
（
第
一
五
条
関
係
）

9

国
等
の
施
策
に
関
す
る
追
加

都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
基
本
方
針
を
勘
案
し
、

中
小
企
業
に
よ
る
地
域
産
業
資
源
を
活
用
し
た
事
業

活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
施

策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と

と
し
た
。
（
第
一
六
条
第
二
項
関
係
）

報官水曜日平成2ア年ア月 15日

四
施
行
期
日
等

1

こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
等
を

定
め
る
と
と
も
に
、
関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要
の
規

定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

2

乙
の
法
律
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
公
布
の
日

か
ら
起
算
し
て
三
月
を
越
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て

政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

X
闇

X

律

法

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
及
び
構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

御

璽

名平
成
二
十
七
年
七
月
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

皿
同
一

法
律
第
五
十
六
号

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
及
び
構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
の
一
部
改
正
〉

銅
↓
剥
園
調
鴇
岡
崎
別
図
域
溺
」
羽
劇
ゴ
廿
亘
唱
溺
街
娼
酉
廿
号
寸
吋
寸
韻
割
弱
，
q
ょ

う

｝

る

目
次
中
「
第
十
三
条
」
を
「
第
十
二
条
の
二
」
に
、
「
第
三
十
七
条
」
を
「
第
三
十
六
条
の
一
ご
に
改
め
る
。

第
二
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
項
中
「
第
十
三
条
」
を
「
第
十
二
条
の
一
こ
に
改
め
る
。

第
八
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
十
三
条
」
を
「
第
十
二
条
の
二
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
中
「
（
第
二
条
第
二
項
第

一
号
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
「
長
は
、
当
該
特
定
事
業
」
の
下
に
「
（
第

二
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
こ
を
加
え
、
「
第
十
三
条
」
を
「
第
十
二
条
の
一
こ
に
改
め
る
。

第
十
条
第
二
項
中
「
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
閉
じ
。
）
」
を
「
定
め
ら
れ
た
特
定
事
業
」
に
、
己
及
び
」
を
「
定
め

ら
れ
た
特
定
事
業
及
び
」
に
改
め
、
「
当
該
特
定
事
業
等
」
と
」
の
下
に
「
、
「
第
二
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の

に
限
る
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
事
業
を
除
く
」
と
」
を
加
え
、
「
第
十
三
条
」
を
，
「
第

十
二
条
の
三
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
及
び
第
十
三
条
」
を
「
、
第
十
三
条
」
に
改
め
、
「
地
方
教
育
行
政
の
組

織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
項
を
除
く
。
）
」
の
下
に
「
及
び
第
十
九
条
の
二
第
八
項
か
ら
第
十
項
ま
で
の
規
定
」

を
、
「
第
十
二
条
第
五
項
」
の
下
に
で
第
十
九
条
の
二
第
四
項
」
を
加
え
、
同
項
の
表
第
十
九
条
第
一
項
第
三
号
の

項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
十
九
条
の
二
第
八

項
か
ら
第
十
項
ま
で

当
該
地
方
公
共
団
体

当
該
関
係
地
方
公
共
団
体

一
の
地
方
公
共
団
体

一
の
関
係
地
方
公
共
団
体

第
十
一
条
第
一
項
中
「
及
び
第
十
八
条
第
四
項
第
一
号
」
を
「
、
第
十
八
条
第
四
項
第
一
号
、
第
二
十
条
の
三
及

び
第
二
十
四
条
の
三
第
三
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
四
章
中
第
十
三
条
の
前
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

〈
公
証
人
法
の
特
例
）

第
十
二
条
の
ニ
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
が
、
第
八
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
と
し
て
、
公
証
人

役
場
外
定
款
認
証
事
業
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
内
の
場
所
（
公
証
人
法
（
明
治
四
十
一
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第

十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
役
場
以
外
の
場
所
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
公
証
人
が
会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第

八
十
六
号
）
第
三
十
条
第
一
項
（
他
の
法
令
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
一
般
社
団
法
人
及
び
一

般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
十
三
条
及
び
第
百
五
十
五
条
の
規
定
に
よ
る

．
定
款
の
認
証
を
行
う
事
業
を
い
う
。
次
項
及
び
別
表
の
一
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
定
め
た
区
域
計
画
に
つ
い
て
、

内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
認
定
の
日
以
後
は
、
公
証
人
は
、
公
証

人
法
第
十
八
条
第
二
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
区
域
計
画
に
定
め
ら
れ
た
次
項
の
場
所
に
お
い
て
、

当
該
定
款
の
認
証
に
関
す
る
職
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

2

前
項
の
区
域
計
画
に
は
、
第
八
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
と
し
て
、
公
証
人
役
場
外
定
款
認
証
事
業
を

実
施
す
る
場
所
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
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9

厚
生
労
働
大
臣
及
び
関
係
地
方
公
共
団
体
は
、
第
五
項
に
規
定
す
る
事
業
実
施
区
域
に
お
い
て
、
そ
の
資
格
を

得
た
国
家
戦
略
特
別
区
域
限
定
保
育
士
が
、
保
育
士
と
連
携
し
て
、
そ
の
専
門
的
知
識
及
び
技
術
を
も
っ
て
、
児

童
の
保
育
及
び
児
童
の
保
護
者
に
対
す
る
保
育
に
関
す
る
指
導
を
行
う
乙
と
に
よ
り
保
育
の
需
要
に
応
ず
る
た

め
、
児
童
福
祉
法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
基
準
の
設
定
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

日
国
家
戦
略
特
別
区
域
限
定
保
育
士
は
、
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
児
童
福
祉
法
第
十
八
条
の
十
八
第
一
項
の

登
録
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
た
日
（
次
項
に
お
い
て
「
三
年
経
過
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
お
い
て
は
、

児
童
福
祉
法
第
十
八
条
の
六
第
二
号
に
該
当
す
る
者
と
み
な
す
。

U

国
家
戦
略
特
別
区
域
限
定
保
育
士
は
、
三
年
経
過
日
に
、
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
児
童
福
祉
法
第
十
八
条

の
十
八
第
一
項
の
登
録
を
し
た
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
児
童
福
祉
法
第
十
八
条
の
十
八
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た

者
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
国
家
戦
略
特
別
区
域
隈
定
保
育
士
に
係
る
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
条
第
一
項
の
登
録
は
、
当
該
三
年
経
過
日
に
、
そ
の
効
力
を
失
う
も
の
と
す
る
。

ロ
認
定
区
域
計
画
に
定
め
ら
れ
た
事
業
実
施
区
域
の
全
部
文
は
一
部
が
一
の
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十

九
第
一
項
の
指
定
都
市
の
区
域
内
に
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
認
定
区
域
計
画
に
第
八
条
第
二
項
第
四
号
に
掲

げ
る
事
項
と
し
て
、
当
該
事
業
実
施
区
域
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
の
知
事
と
当
該
指
定
都
市
の
長
の
合
意
に
よ
り

期
間
を
定
め
て
当
該
期
間
内
は
当
該
指
定
都
市
（
以
下
乙
の
項
に
お
い
て
「
試
験
実
施
指
定
都
市
」
と
い
う
。
）
の

長
が
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
国
家
戦
略
特
別
区
域
限
定
保
育
士
試
験
を
行
う
旨
が
定
め
ら
れ
て

い
る
と
き
は
、
第
六
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
期
間
内
は
、
当
該
試
験
実
施
指
定
都
市
の
長
が
国
家
戦
略

特
別
区
域
限
定
保
育
士
試
験
を
行
う
も
の
と
す
る
。
と
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
項
中
「
を
管
轄
す
る
都
道
府
県

の
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
の
全
部
又
は
一
部
を
そ
の
区
域
に
含
む
試
験
実
施
指
定
都
市
（
第
十
二
項
に
規
定
す
る

試
験
実
施
指
定
都
市
を
い
う
。
次
項
及
び
第
十
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
長
」
と
、
第
六
項
中
「
都
道
府
県
の
知

事
」
と
あ
る
の
は
「
試
験
実
施
指
定
都
市
の
長
」
と
、
第
八
項
中
「
次
の
」
と
あ
る
の
は
「
同
法
第
十
八
条
の
八

第
三
項
中
「
都
道
府
県
」
と
あ
る
の
は
「
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
第
十
二
条
の
四
第
十
二
項
に
規
定
す
る
試
験
実

施
指
定
都
市
（
以
下
単
に
「
試
験
実
施
指
定
都
市
」
と
い
う
。
ご
と
、
同
法
第
十
八
条
の
九
第
一
項
及
び
第
二
項
、

第
十
八
条
の
十
、
第
十
八
条
の
十
三
か
ら
第
十
八
条
の
十
五
ま
で
、
第
十
八
条
の
十
六
第
一
項
、
第
十
八
条
の
十

七
、
第
十
八
条
の
十
八
第
三
項
、
第
十
八
条
の
十
九
並
び
に
第
十
八
条
の
二
十
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の

は
「
試
験
実
施
指
定
都
市
の
長
」
と
、
同
法
第
十
八
条
の
九
第
三
項
及
び
第
十
八
条
の
十
八
第
二
項
中
「
都
道
府

県
」
と
あ
る
の
は
「
試
験
実
施
指
定
都
市
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
次
の
」
と
、
前
項
中
「
都
道
府

県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
試
験
実
施
指
定
都
市
の
長
の
管
轄
区
域
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
」
と
す
る
。

日
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
児
童
福
祉
法
第
十
八
条
の
十
八
第
一
項
の
登
録
を
受
け
て
い
る
者
が
認
定
区
域
計

画
に
定
め
ら
れ
た
事
業
実
施
区
域
内
に
所
在
す
る
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供

の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
認
定
こ
ど
も
園
法
」
と
い

う
J
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
幼
保
連
携
型
認
定
と
ど
も
圏
の
職
員
と
な
る
場
合
に
お
け
る
認
定
乙
ど
も
国
法

及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
六
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
認
定
乙
ど
も
園
法
一
部
改
正
法
」
と
い
う
。
）

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。
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次
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
政
令
で
、
当
該
事
由
の
発
生
に
伴
い
合
理
的
に
必
要
と
判
断

さ
れ
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
所
要
の
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
を
含
む
。
）
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
区
域
計
画
の
変
更
（
事
業
実
施
区
域
を
変
更
す
る
も
の
文
は
第
八
条
第

二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
と
し
て
国
家
戦
略
特
別
区
域
限
定
保
育
士
事
業
を
定
め
な
い
こ
と
と
す
る

も
の
に
限
る
。
）
の
認
定

二
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
区
域
計
画
（
第
八
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
と
し
て

国
家
戦
略
特
別
区
域
限
定
保
育
士
事
業
を
定
め
た
も
の
に
限
る
。
）
の
認
定
の
取
消
し

日
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
児
童
福
祉
法
第
十
八
条
の
二
十
ニ
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役

又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

目
前
項
の
罪
は
、
告
訴
が
な
け
れ
ば
公
訴
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

ロ
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
児
童
福
祉
法
第
十
八
条
の
八
第
四
項
又
は
第
十
八
条
の
十
二
第
一
項
の
規
定
に
違

反
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

日
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
児
童
福
祉
法
第
十
八
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は

虚
偽
の
答
弁
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
り
若
し
く
は
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
思
避
し
た
場

合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
指
定
試
験
機
関
（
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
の
九
第
一
項
に

規
定
す
る
指
定
試
験
機
関
を
い
う
。
）
の
役
員
文
は
職
員
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

四
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一
第
七
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

二
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
児
童
福
祉
法
第
十
八
条
の
十
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
家
戦
略
特
別
区
域
限

定
保
育
士
の
名
称
の
使
用
の
停
止
を
命
ぜ
ら
れ
た
者
で
、
当
該
停
止
を
命
ぜ
ら
れ
た
期
間
中
に
、
国
家
戦
略
特

別
区
域
限
定
保
育
士
の
名
称
を
使
用
し
た
も
の

第
十
三
条
第
一
項
中
「
別
表
の
一
の
項
」
を
「
別
表
の
一
の
四
の
項
」
に
改
め
る
。

「
1
l

期
認
調
周
闘
は
剖
削
引
1
同
調
吋
悶
周
司
司
ヨ
闘
病
規
制
型
討
ui同
斜
例
湖
町
対
引
」

奈
を
茸
え
る
e

創
刊
回
剥
倒
コ
，
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
が
、
第
八
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
と
し
て
、
国
家
戦

略
特
別
区
域
医
療
法
人
運
営
柔
軟
化
事
業
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
い
て
、
医
師
又
は
歯
科
医
師
で
な
い
理
事

で
あ
っ
て
、
医
療
法
人
の
経
営
管
理
に
つ
い
て
専
門
的
な
知
識
経
験
を
有
す
る
も
の
の
う
ち
か
ら
理
事
長
を
選
出

す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
法
人
の
運
営
の
柔
軟
性
を
高
め
適
切
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
事
業
を
い

う
。
以
下
こ
の
条
及
び
別
表
の
こ
の
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
定
め
た
区
域
計
画
に
つ
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣

の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
認
定
の
日
以
後
は
、
都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
国
家
戦

略
特
別
区
域
医
療
法
人
運
営
柔
軟
化
事
業
に
係
る
医
療
法
人
か
ら
医
療
法
第
四
十
六
条
の
三
第
一
項
た
だ
し
書
の

認
可
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
申
請
が
医
療
法
人
の
運
営
の
柔
軟
性
を
高
め
適
切
な
医
療
を
提

供
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
認
可
を
す
る
も

の
と
す
る
。

〈
水
産
業
協
同
組
合
法
の
特
例
）

第
十
四
条
の
三
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
が
、
第
八
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
と
し
て
、
漁
業
生

産
協
業
化
促
進
事
業
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
い
て
、
漁
業
生
産
組
合
（
当
該
国
家
戦
略
特
別
区
域
内
に
住
所

又
は
事
業
場
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
管
理
、
設
立
及
び
解
散
に
係
る
要
件
を

緩
和
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
組
合
員
の
漁
業
生
産
に
つ
い
て
の
協
業
化
を
促
進
す
る
事
業
を
い
う
。
別
表
の
二

の
三
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
定
め
た
区
域
計
画
に
つ
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を

受
け
た
と
き
は
、
当
該
認
定
の
日
以
後
は
、
漁
業
生
産
組
合
の
管
理
、
設
立
及
び
解
散
に
係
る
水
産
業
協
同
組
合

法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
四
十
二
号
）
第
八
十
六
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
四
条
第
一
項
」
と
、
「
第
三
十
四

条
第
二
項
中
「
五
人
」
と
あ
る
の
は
コ
ニ
人
」
と
、
同
条
第
十
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
四
条
第
十
項
」
と
、

同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
七
人
」
と
あ
る
の
は
コ
ニ
人
」
と
す
る
。
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臼
特
定
道
路
公
社
が
民
間
資
金
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
社
管
理
道
路
運
営
権
を
設
定
し
た
場
合
に

お
け
る
道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
十
条
第
四
項
、
第
十
四
条
、
第
十
五
条
第
四
項
、
第
十
七
条
第
三
項
、
第
二
十

四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
二
十
五
条
第
一
項
及
び
第
五
十
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第

十
条
第
四
項
中
「
、
第
二
号
、
第
五
号
又
は
第
六
号
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
第
二
号
」
と
、
同
法
第
十
四
条
中
「
料

金
」
と
あ
る
の
は
「
構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
二
十
八
条
の
三
第
一
項
に

規
定
す
る
利
用
料
金
（
以
下
「
利
用
料
金
」
と
い
う
。
）
」
と
、
同
法
第
十
五
条
第
四
項
中
「
、
第
二
号
、
第
四
号

又
は
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
第
二
号
」
と
、
同
法
第
十
七
条
第
三
項
、
第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項

並
び
に
第
五
十
二
条
中
「
料
金
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
料
金
」
と
、
同
法
第
二
十
四
条
第
三
項
中
「
こ
の
法
律
の

規
定
に
よ
り
料
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
の
は
「
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
二
十
八
条
の
三
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
公
社
管
理
道
路
運
営
権
者
（
同
項
に
規
定
す
る
公
社
管
理
道
路
運
営
権
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

に
利
用
料
金
を
収
受
さ
せ
る
と
と
と
し
て
い
る
」
と
、
「
料
金
の
徴
収
を
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
公
社
管
理
道
路
運

営
権
者
が
利
用
料
金
の
徴
収
を
」
と
、
「
料
金
の
徴
収
施
設
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
料
金
の
徴
収
施
設
」
と
、
「
料
金

を
徴
収
さ
れ
る
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
料
金
を
徴
収
さ
れ
る
」
と
、
同
法
第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
料
金
を
徴
収

し
よ
う
」
と
あ
る
の
は
「
公
社
管
理
道
路
運
営
権
者
に
利
用
料
金
を
収
受
さ
せ
よ
う
」
と
、
「
そ
の
額
及
び
」
と
あ

る
の
は
「
そ
の
」
と
、
「
当
該
料
金
の
額
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
」
と
し
、
同
法
第
十
一
条
第
四
項
の
規
定
は
、

適
用
し
な
い
。

第
三
十
条
第
一
項
中
「
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一

年
法
律
第
百
十
七
号
）
」
を
「
民
間
資
金
法
」
に
改
め
、
「
及
び
次
条
」
を
削
る
。

別
表
第
九
号
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

報

九
の

別
表
第
十
八
号
の
一一｜地
の｜崎

容｜霞
決｜霊
ぞl伝i
A ’世、， E ....... 

21訣
l"-1~ 

加｜否
~ ' r' 

ろI：壬
句｜育
成
等
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業

第
十
九
条
の
ニ

十
八
の
三

民
間
事
業
者
に
よ
る
公
社
管
理
道
路
運
営
事
業

第
二
十
八
条
の
三

官

附

則

（
施
行
期
日
）

鏑
斗
剖
司

d
d叫
｝

λ

日
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こ

月

－

U

M

N

主
U

市

す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
第
一
条
中
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
第
八
条
第
九
項
の
改
正
規
定
（
「
第
十
三
条
」
を
「
第
十
二
条
の
三
に
改
め

る
部
分
を
除
く
。
）
、
同
法
第
十
条
第
二
項
の
改
正
規
定
（
「
第
十
三
条
」
を
「
第
十
二
条
の
二
」
に
改
め
る
部
分
を

除
く
。
）
及
び
同
法
第
二
十
七
条
の
次
に
見
出
し
及
び
三
条
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
十
四
条
及
び
第
十

九
条
の
規
定
公
布
の
日

二
第
二
条
中
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
二
十
八
条
の
二
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
法
第
三
十
条
第
一

項
の
改
正
規
定
及
び
同
法
別
表
第
十
八
号
の
二
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
公
布
の
日
か
ら
起
算
し

て
一
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

三
附
則
第
十
五
条
の
規
定
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法

律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
号
）
の
公
布
の
日
又
は
と
の
法
律
の
施
行
の
日

の
い
ず
れ
か
遅
い
日

（
経
過
措
置
）

第
二
条
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後

の
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
第
十
二
条
の
三
第
十
一
項
の
表
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
の

標
準
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
十
六
号
）
の
項
中
「
及
び
義
務
教
育
学
校
並
び
に
」
と
あ
る
の
は
、

「
並
び
に
」
と
す
る
。

水曜日平成27年ア月 15日13 

（
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
の
五
第
二
号
中
「
禁
鋼
」
を
「
禁
鋼
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
第
十
二
条
の
四
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第

十
八
条
の
十
九
第
一
項
第
二
号
文
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起

算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者

（
通
訳
案
内
士
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条
通
訳
案
内
士
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

八
構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
十
九
条
の
二
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
地
域
限
定
特
例
通
訳
案
内
士
の
業
務
の
禁
止
の
処
分
を
受
け
た
者
で
、
当

該
処
分
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
も
の

第
四
条
中
第
九
号
を
削
り
、
第
十
号
を
第
九
号
と
す
る
。

（
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る。
第
十
七
条
第
五
項
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

八
構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
十
九
条
の
二
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る

通
訳
案
内
士
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
地
域
限
定
特
例
通
訳
案
内
士
の
業
務
の
禁
止
の
処
分
を
受

け
た
者
で
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
も
の

第
十
七
条
第
五
項
中
第
九
号
を
削
り
、
第
十
号
を
第
九
号
と
す
る
。

（
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
七
の
項
中
「
通
訳
案
内
士
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
十
号
）
」
を
加
え
、
同
表
の
七

の
二
の
項
中
「
総
合
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
八
十
一
号
）
」
を
「
構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四

年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
」
に
、
「
第
二
十
条
第
八
項
及
び
第
四
十
三
条
第
八
項
」
を
「
第
十
九
条
の
二
第
八
項
」
に
改

め
、
「
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
十
号
こ
を
削
る
。

別
表
第
三
の
二
十
一
の
二
の
項
、
別
表
第
四
の
六
の
こ
の
項
及
び
別
表
第
五
第
二
十
六
号
の
二
中
「
総
合
特
別
区

域
法
」
を
’
「
構
造
改
革
特
別
区
域
法
」
に
、
「
第
二
十
条
第
八
項
及
び
第
四
十
三
条
第
八
項
」
を
「
第
十
九
条
の
二
第

八
項
」
に
改
め
る
。

（
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る。
第
十
七
条
第
五
項
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

八
構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
十
九
条
の
二
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る

通
訳
案
内
士
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
地
域
限
定
特
例
通
訳
案
内
士
の
業
務
の
禁
止
の
処
分
を
受

け
た
者
で
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
も
の

第
十
七
条
第
五
項
中
第
九
号
を
削
り
、
第
十
号
を
第
九
号
と
す
る
。

（
外
国
人
観
光
旅
客
の
旅
行
の
容
易
化
等
の
促
進
に
よ
る
国
際
観
光
の
振
興
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
八
条
外
国
人
観
光
旅
客
の
旅
行
の
容
易
化
等
の
促
進
に
よ
る
国
際
観
光
の
振
興
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律

第
九
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

八
構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
十
九
条
の
二
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る

通
訳
案
内
士
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
地
域
限
定
特
例
通
訳
案
内
士
の
業
務
の
禁
止
の
処
分
を
受

け
た
者
で
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
も
の

第
十
三
条
中
第
九
号
を
削
り
、
第
十
号
を
第
九
号
と
す
る
。
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川
川

〔法

律

O
中
小
企
業
に
お
け
る
経
営
の
承
継
の
円
滑

化
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
六
一
）

報

政

令・〕

官金曜日平成27年8月28日

。

ヨ三

O
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
法
施
行
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
（
三

O
五）

O
平
成
二
十
七
年
六
月
二
日
か
ら
七
月
二
十

六
日
ま
で
の
間
の
豪
雨
及
び
暴
風
雨
に
よ

る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害
並
び
に
こ

れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関

す
る
政
令
（
三

O
六）

O
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の

法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

（三
O
七）

O
電
気
事
業
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
（
三

O
八）

O
電
力
取
引
監
視
等
委
員
会
令
（
三

O
九）

O
株
式
会
社
海
外
通
信
・
放
送
・
郵
便
事
業

支
援
機
構
法
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

会
二

O）

O
株
式
会
社
海
外
通
信
・
放
送
・
郵
便
事
業

支
援
機
構
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の

整
備
に
関
す
る
政
令
（
一
一
二
一
）

O
株
式
会
社
海
外
通
信
・
放
送
・
郵
便
事
業

支
援
機
構
法
第
五
条
第
三
項
の
倍
数
を
定

め
る
政
令
（
一
一
二
二
）

省

令・〕

O
株
式
会
社
海
外
通
信
・
放
送
・
郵
便
事
業

支
援
機
構
法
施
行
規
則
（
総
務
七
二
）

O
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関

す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
船
舶
の
設
備

等
の
検
査
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
（
国
土
交
通
六
五
）

O
二
酸
化
炭
素
放
出
抑
制
対
象
船
舶
の
二
酸

化
炭
素
放
出
抑
制
指
標
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
国
土
交
通
・
環
境
二
）

告

示〕

／＼、

O
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団

体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件

（
総
務
二
九
五
）

じ〉

。

／＼‘ 

O
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団

体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た

の
で
公
表
す
る
件
（
同
二
九
六
）

O
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団

体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す

る
件
（
同
二
九
七
）

O
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
資
金
管

理
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る

件
（
同
二
九
八
）

O
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
資
金
管

理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が

あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件
（
同
二
九
九
）

O
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
資
金
管

理
団
体
の
指
定
の
取
消
し
の
届
出
が
あ
っ

た
の
で
公
表
す
る
件
（
岡
三

O
O）

O
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関

す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
船
舶
の
設
備

等
の
検
査
等
に
関
す
る
規
則
第
一
条
の
二

十
三
第
一
項
第
三
号
の
船
船
を
定
め
る
告

示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

（
国
土
交
通
九
六
二
）

フ... 0 IZ9 ヨ三
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。
中
小
企
業
に
お
け
る
経
営
の
承
継
の
円
滑
化
に
関
す
る

法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
法
律
第
六
一
号
）

（
経
済
産
業
省
）

一
中
小
企
業
に
お
け
る
経
営
の
承
継
の
円
滑
化
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
関
係

－

定

義

付
「
旧
代
表
者
」
と
は
、
特
例
中
小
企
業
者
の
代

表
者
で
あ
っ
た
者
で
、
他
の
者
に
対
し
て
、
当
該

特
例
中
小
企
業
者
の
株
式
等
の
贈
与
を
し
た
も
の

を
い
う
こ
と
と
し
た
。
（
第
三
条
第
二
項
関
係
）

同
「
後
継
者
」
と
は
、
旧
代
表
者
か
ら
当
該
特
例

中
小
企
業
者
の
株
式
等
の
贈
与
を
受
け
た
者
（
以

下
「
特
定
受
贈
者
」
と
い
う
。
）
文
は
当
該
特
定
受

贈
者
か
ら
当
該
株
式
等
を
相
続
、
遺
贈
若
し
く
は

贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
者
で
、
当
該
特
例
中
小
企

業
者
の
総
株
主
又
は
総
社
員
の
議
決
権
の
過
半
数

を
有
す
る
代
表
者
で
あ
る
も
の
を
い
う
こ
と
と
し

，
た
。
（
第
三
条
第
三
項
関
係
）

同
「
推
定
相
続
人
」
と
は
、
’
相
続
が
開
始
し
た
場

合
に
相
続
人
と
な
る
べ
き
者
の
う
ち
、
被
相
続
人

の
兄
弟
姉
妹
及
び
こ
れ
ら
の
者
の
子
以
外
の
者
を

い
う
こ
と
と
し
た
。
（
第
三
条
第
四
項
関
係
）

2

後
継
者
が
取
得
し
た
株
式
等
に
関
す
る
遺
留
分
の

算
定
に
係
る
合
意
等

付
旧
代
表
者
の
推
定
相
続
人
及
び
後
継
者
は
、
そ

の
全
員
の
合
意
を
も
っ
て
、
書
面
に
よ
り
、
所
要

の
定
め
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。
（
第
四
条
第
一
項

関係）

∞
旧
代
表
者
の
推
定
相
続
人
及
び
後
継
者
は
、
付

の
合
意
を
す
る
際
に
、
併
せ
て
、
そ
の
全
員
の
合

意
を
も
っ
て
、
書
面
に
よ
り
、
所
定
の
場
合
に
当

該
後
継
者
以
外
の
推
定
相
続
人
が
と
る
こ
と
が
で

き
る
措
置
に
関
す
る
定
め
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
し
た
。
（
第
四
条
第
三
項
関
係
）

3

後
継
者
が
取
得
し
た
株
式
等
以
外
の
財
産
に
関
す

る
遺
留
分
の
算
定
に
係
る
合
意
等

付
旧
代
表
者
の
推
定
相
続
人
及
び
後
継
者
は
、

2

の
付
の
合
意
を
す
る
際
に
、
併
せ
て
、
そ
の
全
員

の
合
意
を
も
っ
て
、
書
面
に
よ
り
、
後
継
者
が
当
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（
総
務
省
組
織
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
条
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
聞
に
お
け
る
第
四
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
後
の
総
務
省
組
織
令
第
七
条
第
一
項
第
十
三
号
並
び
に
第
四
十
七
条
第
四
号
及
び
第
六
号
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
十
三
号
中
「
通
知
並
び
に
番
号
利
用
法
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
カ
l
ド
（
同

号
に
お
い
て
「
個
人
番
号
カ
l
ド
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
り
、
及
び
同
条
第
四
号
中
「
通
知
並
び
に
個
人
番
号
カ
1
ド」

と
あ
る
の
は
「
通
知
」
と
、
同
条
第
六
号
中
「
電
子
署
名
等
に
係
る
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
」
と
あ
る

の
は
「
電
子
署
名
に
係
る
地
方
公
共
団
体
」
と
す
る
。

（
特
別
区
の
特
例
）

第
十
一
条
番
号
利
用
法
整
備
法
第
十
七
条
第
二
項
、
第
十
八
条
第
四
項
、
第
二
十
条
第
四
項
及
び
第
六
項
か
ら
第
八

項
ま
で
、
第
二
十
三
条
第
二
項
及
び
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
並
び
に
第
三
十
二
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
特
別
区
は
市
と
、
特
別
区
の
区
長
は
市
長
と
み
な
す
。

（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
百
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。第
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
第
八
号
中
「
第
三
十
条
の
三
十
二
」
を
「
第
三
十
条
の
三
十
こ
に
改
め
る
。

（
地
方
自
治
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条
地
方
自
治
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
の
う
ち
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
第
三
十
二
条
第
二
項
の
表
第
十
三
条
第
三
項
の
項
の
改
正
規
定
中

「
。
第
三
十
条
の
十
五
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
削
る
。

第
三
十
八
条
の
見
出
し
を
「
（
電
子
署
名
等
に
係
る
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
の
認
証
業
務
に
関
す
る
法

律
施
行
令
の
一
部
改
正
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
電
子
署
名
に
係
る
地
方
公
共
団
体
の
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
施
行

令
」
を
「
電
子
署
名
等
に
係
る
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
の
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」
に
改
め
、

同
条
の
う
ち
電
子
署
名
に
係
る
地
方
公
共
団
体
の
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
二
十
一
条
の
改
正
規
定
中

「
第
二
十
一
条
」
を
「
第
三
十
一
条
」
に
、
「
区
長
」
」
を
「
区
長

C
」
に
、
「
（
総
合
区
長
を
含
む
。
第
三
十
二
条
及
び

第
三
十
三
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
「
総
合
区
長
を
含
む
。
」
に
、
「
同
表
第
三
十
二
条
の
項
」
を
「
同
表
第
四
十
六
条

の
項
中
「
区
長
」
の
下
に
「
（
総
合
区
長
を
含
む
。
第
六
十
二
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
表
第
六
十
二
条
の

項
」
に
改
め
、
同
改
正
規
定
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
三
十
二
条
の
見
出
し
中
「
区
」
の
下
に
「
及
び
総
合
区
」
を
加
え
、
同
条
中
「
作
成
し
た
区
長
」
の
下
に
「
又

は
総
合
区
長
」
を
加
え
る
。

e

e

第
四
十
七
条
の
う
ち
総
務
省
組
織
令
第
七
条
第
一
項
第
二
十
九
号
及
び
第
四
十
六
条
第
九
号
の
改
正
規
定
中
「
第

七
条
第
一
項
第
二
十
九
号
」
を
「
第
七
条
第
一
項
第
三
十
号
」
に
改
め
る
。
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総
務
大
臣

内
閣
総
理
大
臣

安山
倍本

早
苗
晋
三

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
及
び
構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋

政
令
第
三
百
二
号

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
及
び
構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
及
び
構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第

五
汁
休
時
げ
附
則
第
一
条
本
文
の
規
定
に
基
づ
き
、
乙
の
政
令
を
制
定
す
る
。

国

ト

戦

相

別

叫

別

淵

．

側

窓

到

周
斗
吋
円
Q
計
剖
e

内
閣
総
理
大
臣

総
務
大
臣

法
務
大
臣

文
部
科
学
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

農
林
水
産
大
臣

国
土
交
通
大
臣

太林塩下上山安
田 崎村川本倍

昭芳恭博陽早晋
宏正久文子苗三

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
及
び
構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に

関
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

御

璽

名平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

盟
国
一

政
令
第
三
百
三
号

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
及
び
構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整

備

に

関

す

る

政

令

・

内
閣
は
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
及
び
構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第

五
十
六
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
乙
の
政
令
を
制
定
す
る
。

ー
ド
閣
家
戦
略
特
別
区
域
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条
困
窮
戦
開
相
別
図
樹
樹
掴
伺
剣
」
刊
現
オ
却
制
閥
制
鋪
刈
廿
対
弓
M
E
a
d
－
「
調
剖
凋
倒
品
到
同
輔
副
司

aat

第
九
条
中
「
第
七
条
」
を
「
第
二
十
二
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
六
条
と
し
、
第
八
条
を
第
二
十
五
条
と
し
、

第
七
条
を
第
二
十
二
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
法
第
二
十
条
の
二
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
社
会
福
祉
施
設
）

第
二
十
三
条
法
第
二
十
条
の
二
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
社
会
福
祉
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
児
童
福
祉
法
第
六
条
の
こ
の
こ
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
児
通
所
支
援
事
業
（
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事
業
に
限
る
。
）
、
同
法
第
六
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
、
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
一
時
預
か
り
事
業
若
し
く
は
同
条
第
十
項
に
規
定
す
る
小
規
模
保
育
事
業

の
用
に
供
す
る
施
設
又
は
同
法
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
育
所

ニ
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
身
体
障

害
者
生
活
訓
練
等
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
又
は
同
法
第
三
十
一
条
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

三
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
二
十
条
の
こ
の
こ
に
規
定
す
る
老
人
デ
イ
サ
I
ピ

ス
セ
ン
タ
ー
又
は
同
法
第
二
十
条
の
七
に
規
定
す
る
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

四
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三

号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
同
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
自
立
訓
練
、
同
条

第
十
三
項
に
規
定
す
る
就
労
移
行
支
援
又
は
同
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
就
労
継
続
支
援
を
行
う
事
業
に
限

る
。
）
の
用
に
供
す
る
施
設
又
は
同
条
第
二
十
五
項
に
規
定
す
る
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

五
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
七
項
に
規

定
す
る
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
圏

六
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
都
市
公
園
ご
と
に
、
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
に
準
ず
る
社
会
福
祉
施
設
と

し
て
、
地
方
公
共
団
体
の
設
置
に
係
る
都
市
公
間
に
あ
っ
て
は
当
該
地
方
公
共
団
体
が
条
例
で
定
め
る
も
の
、

国
の
設
置
に
係
る
都
市
公
間
に
あ
っ
て
は
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の
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（
保
育
所
等
施
設
に
関
す
る
技
術
的
基
準
）

第
二
十
四
条
法
第
二
十
条
の
二
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
保
育
所
等
施
設
の
外
観
及
び
配
置
は
、
で
き
る
限
り
都
市
公
園
の
風
致
及
び
美
観
そ
の
他
都
市
公
園
と
し
て

の
機
能
を
害
し
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

二
保
育
所
等
施
設
の
構
造
は
、
倒
壊
、
落
下
そ
の
他
の
事
由
に
よ
る
危
険
を
防
止
す
る
措
置
を
講
ず
る
と
と
そ

の
他
の
公
園
施
設
（
都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
公
園
施

設
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
保
全
文
は
公
衆
の
都
市
公
園
の
利
用
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
も

の
と
す
る
こ
と
。

三
ー
保
育
所
等
施
設
が
地
階
を
有
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
地
階
の
部
分
の
構
造
は
、
堅
固
で
耐
久
力
を
有

す
る
と
と
も
に
、
他
の
占
用
物
件
（
都
市
公
園
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二
百
九
十
号
）
第
十
三
条

第
一
号
に
規
定
す
る
占
用
物
件
を
い
う
。
）
の
構
造
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

四
保
育
所
等
施
設
の
占
用
の
場
所
は
、
都
市
公
園
の
広
場
又
は
公
園
施
設
で
あ
る
建
築
物
（
建
築
基
準
法
（
昭

和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
建
築
物
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
内
と

す
る
こ
と
。

五
都
市
公
園
の
広
場
内
に
保
育
所
等
施
設
を
設
置
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
敷
地
面
積
の
合
計
は
当
該
都
市

公
園
の
広
場
の
敷
地
面
積
の
百
分
の
三
十
を
、
公
園
施
設
で
あ
る
建
築
物
内
に
保
育
所
等
施
設
を
設
置
す
る
場

合
に
あ
っ
て
は
そ
の
床
面
積
の
合
計
は
当
該
建
築
物
の
延
べ
面
積
の
百
分
の
五
十
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
こ

〉
1

六
保
育
所
等
施
設
の
占
用
に
関
す
る
工
事
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

イ
当
該
工
事
に
よ
っ
て
公
衆
の
都
市
公
園
の
利
用
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
で
き
る
限
り
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。

ロ
工
事
現
場
に
は
、
柵
又
は
覆
い
を
設
け
、
夜
間
は
赤
色
灯
を
つ
け
、
そ
の
他
公
衆
の
都
市
公
園
の
利
用
に

伴
う
危
険
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
。

ハ
工
事
の
時
期
は
、
公
園
施
設
に
関
す
る
工
事
文
は
他
の
占
用
に
関
す
る
工
事
の
時
期
を
勘
案
し
て
適
当
な

時
期
と
し
、
か
っ
、
公
衆
の
都
市
公
園
の
利
用
に
著
し
く
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
時
期
と
す
る
こ
と
。

第
六
条
を
第
二
十
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
十
九
条
の
二
第
四
項
第
二
号
の
利
息
に
相
当
す
る
額
）

第
二
十
一
条
法
第
十
九
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
控
除
す
る
問
項
第
二
号
に

掲
げ
る
額
の
う
ち
同
号
の
利
息
に
相
当
す
る
額
は
、
同
号
に
規
定
す
る
先
の
退
職
手
当
の
支
給
を
受
け
た
日
の
翌

日
か
ら
退
職
し
た
日
の
前
日
ま
で
の
期
間
に
つ
き
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
利
率
で
複
利
計
算
の
方
法
に
よ
り
計
算
し
て
得
た
額
と
す
る
。

官金曜日平成27年8月28日13 

平
成
三
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

年
四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト

平

成

三

十

六

年

四

月

一

日

以

後

年

四

・

二

パ

ー

セ

ン

ト

第
五
条
を
第
十
九
条
と
し
、
第
四
条
を
第
十
三
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
五
条
を
加
え
る
。

d
湖
沼
剖
菊
d
ゴ
d
財
制
寸
姐
叫
剖
割
哨
寸
1

’

第
十
四
条
法
第
十
四
条
の
二
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
医
療
法
第
四
十
六
条
の
三
第
一
項
た
だ
し
書
の
認
可
（
第

一
号
に
お
い
て
単
に
「
認
可
」
と
い
う
。
）
の
申
請
に
係
る
医
療
法
人
が
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
い
て
、
国
際

的
な
経
済
活
動
の
拠
点
の
形
成
に
資
す
る
医
療
の
提
供
を
行
う
も
の
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
こ
と
と
す
る
。

一
認
可
の
申
請
に
係
る
理
事
が
、
二
年
以
上
医
療
法
人
の
理
事
と
し
て
の
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

二
医
療
法
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
社
会
医
療
法
人
又
は
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法

律
第
二
十
六
号
）
第
六
十
七
条
の
二
第
一
項
の
承
認
を
受
け
て
い
る
医
療
法
人
で
あ
る
こ
と
。

三
医
療
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
医
療
支
援
病
院
又
は
公
益
財
団
法
人
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構

（
平
成
七
年
七
月
二
十
七
日
に
財
団
法
人
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い

う
。
）
に
よ
り
良
質
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
の
業
務
の
運
営
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
病
院
を
開
設

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
と
。

（
法
第
十
六
条
の
三
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
業
務
）

第
十
五
条
法
第
十
六
条
の
三
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
業
務
は
、
次
に
掲
げ
る
家
事
を
代
行
し
、
文
は
補
助
す
る

業
務
と
す
る
。

一
炊
事

二

洗

濯

三

掃

除

四

買

物

五
児
童
の
日
常
生
活
上
の
世
話
及
び
必
要
な
保
護
〈
前
各
号
文
は
次
号
に
掲
げ
る
も
の
と
併
せ
て
実
施
さ
れ
る

も
の
に
限
る
。
）

六
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
家
庭
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
行
為

（
法
第
十
六
条
の
三
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
要
件
）

第
十
六
条
法
第
十
六
条
の
三
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
と
す
る
。

一
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
六
条
第
二
項
の
申
請
を
行
う
日

に
お
け
る
年
齢
が
満
十
八
歳
以
上
で
あ
る
と
と
。

二
家
事
を
代
行
し
、
又
は
補
助
す
る
業
務
に
関
し
一
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
し
、
か
っ
、
家
事
支
援
活
動
を

適
切
に
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

三
家
事
支
援
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
日
本
語
の
能
力
を
有
し
て
い
る
乙
と
。

（
法
第
十
六
条
の
三
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
）

第
十
七
条
法
第
十
六
条
の
三
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
法
第
十
六
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
指
針
に
照
ら
し
て
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。

二
国
家
戦
略
特
別
区
域
家
事
支
援
外
国
人
受
入
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
経
済
的
基
礎
及
び
乙
れ
を
的

確
に
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
そ
の
他
の
能
力
が
十
分
で
あ
る
こ
と
。

三
本
邦
に
お
い
て
三
年
以
上
家
事
を
代
行
し
、
文
は
補
助
す
る
業
務
に
係
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
者
で
あ
る
と

と。
四
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
レ
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

イ
禁
鏑
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら

起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
者



（
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十

六
年
政
令
第
二
百
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
三
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
。
第
十
二
条
の
四
第
十
五
項
及
び
第
十
七
項
か

ら
第
十
九
項
ま
で
の
規
定
に
限
る
。
）

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
二
百
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。第
十
七
条
第
二
号
中
「
児
童
福
祉
法
」
の
下
に
「
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
第

十
二
条
の
四
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
ご
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
一
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
第
十
二
条
の
四
第
七
項
の
規
定
に
限
る
。
）

（
内
閣
府
本
府
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条
内
閣
府
本
府
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
三
号
制
中
「
区
域
計
画
に
関
す
る
こ
と
」
の
下
に
「
、
同
法
第
十
六
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
指
針

の
作
成
に
関
す
る
こ
と
」
を
加
え
る
。

（
厚
生
労
働
省
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条
厚
生
労
働
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
十
八
条
第
四
号
中
「
保
育
士
」
の
下
に
「
及
び
国
家
戦
略
特
別
区
域
限
定
保
育
士
」
を
加
え
る
。

（
国
土
交
通
省
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条
国
土
交
通
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
百
二
十
四
条
の
二
第
五
号
及
び
第
二
百
二
十
四
条
の
九
第
三
号
中
「
国
際
戦
略
総
合
特
別
区
域
通
訳
案
内
士
、

地
域
活
性
化
総
合
特
別
区
域
通
訳
案
内
士
」
を
「
地
域
限
定
特
例
通
訳
案
内
士
」
に
改
め
る
。

附

則
4
d
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内
閣
総
理
大
臣

（号外第 194号）報官

内
閣
総
理
大
臣

法
務
大
臣

財
務
大
臣

文
部
科
学
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

国
土
交
通
大
臣

金曜日

国
家
戦
略
特
別
区
域
を
定
め
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平成27年8月28日

御

御

璽

名平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
八
日

太塩下麻上安
田崎村生川倍

昭恭博太陽晋
宏久文郎子三

第
一
号
中
「
東
京
都
千
代
田
区
、
中
央
区
、
港
区
、
新
宿
区
、
文
京
区
、
江
東
区
、
品
川
区
、
大
田
区
及
び
渋
谷
区

並
び
に
」
を
「
東
京
都
及
び
」
に
改
め
、
同
号
を
第
三
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

一
宮
城
県
仙
台
市
の
区
域

二
秋
田
県
仙
北
市
の
区
域

附

則

と
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

御

璽

安
倍

血
同
一

名平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

安
倍

皿
同
一

血
同
一

政
令
第
三
百
五
号

社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
二
十
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
と
の

政
令
を
制
定
す
る
。

社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
百
六
十
二
号
）
．
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
五
年
」
を
「
お
お
む
ね
五
年
」
に
改
め
る
。

附

則

乙
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

国
土
交
通
大
臣

内
閣
総
理
大
臣

安太
倍田

晋昭
三宏

平
成
二
十
七
年
六
月
二
日
か
ら
七
月
二
十
六
日
ま
で
の
聞
の
豪
雨
及
び
暴
風
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害

並
び
に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令
を
と
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

政
令
第
三
百
四
号

国
家
戦
略
特
別
区
域
を
定
め
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
乙
の
政

令
を
制
定
す
る
。

国
家
戦
略
特
別
区
域
を
定
め
る
政
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
百
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
号
を
第
九
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
三
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
号
を
第
四
号
と
し
、
同
号
の
次

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
愛
知
県
の
区
域

安
倍

皿
回
一

政
令
第
三
百
六
号

平
成
こ
十
七
年
六
月
二
日
か
ら
七
月
二
十
六
日
ま
で
の
聞
の
豪
雨
及
び
暴
風
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚

災
害
並
び
に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令

じ
ん

内
閣
は
、
激
甚
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
号
）

第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
三
条
第
一
項
、
第
四
条
第
一
項
並
び
に
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
乙

の
政
令
を
制
定
す
る
。


